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１ 背景、目的 

本県では、昭和 20 年代後半から 30 年代にかけて盛んに植林されたスギが、木

材価格の低迷等の影響により、伐採適期（35～40 年）の主伐（木材として利用す

るための伐採）が控えられたため、高齢のスギ林が増えています。 

そこで、高齢スギ林を計画的に伐採するとともに、現在の若齢林を計画的に間

伐し管理するためのツールとして、木材の収穫予測や適切な間伐時期の診断が簡

易にできる収穫予測システムを作成しました。 

 

２ 成果の内容、特徴 

１）林齢と樹高（成長速度）の関係を表す樹高成長曲線を作成しました（図１）。

対象とするスギ林の樹高を調べることで、その林分が将来どのように成長す

るか予測できます。 

 

２）樹高成長曲線を活用して作成した簡易林分材積表は、林齢（100 年生まで）

と地位区分＊ごとに県の標準的な林分材積を予測できます（図２）。 

 

３）作成した樹高成長曲線等を活用して開発した「福岡県スギ人工林収穫予測

システム」は、林分所在地と現在の林齢、樹高、ha あたりの本数を入力する

だけで、地位区分に応じた将来の収穫量（材積）や適切な間伐時期が診断で

きます（図３）。このシステムは、県のホームページからダウンロードでき、

計画的な林業経営の森林管理に広く利用できます。 

（http://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/sugi-yosoku.html） 

 

＊地位：ある樹種に対する土地の材積生産能力を林齢と平均樹高を指標として

示すもの。 

 

 

 

http://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/sugi-yosoku.html


３ 主要なデータなど  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 樹高成長曲線         図２ スギ簡易林分材積表 

（一部掲載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 収穫予測システムの流れ 

 


